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追
　
　
悼

皆
様
、
ご
周
知
の
通
り
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日
に
、
北
ス
ラ
ウ
ニ
シ
日
本

入
会
、
名
誉
会
員
で
あ
る
川
口
博
康
さ
ん
が
、
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

北
ス
ラ
ウ
エ
シ
日
本
人
会
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
昨
年
の
青
木
次
郎
さ
ん
に
続

き
、
お
二
人
目
に
な
り
ま
す
。

北
ス
ラ
ウ
エ
シ
日
本
人
会
設
立
当
初
よ
り
、
精
力
的
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
話
題
作
り
に
欠
く
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
直
球
で
意
見
を
語
っ
て
頂
い

た
の
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ピ
ト
ン
市
に
駐
在
さ
れ
た
当
初
、
「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
ん

ダ
、
日
本
で
出
来
な
い
事
を
思
い
っ
き
り
や
ら
に
や
い
か
ん
ラ
」
　
と
、

遂
に
は
ト
モ
ホ
ン
市
内
に
、
す
ば
ら
し
い
邸
宅
ま
で
建
て
ら
れ
た
次
第
で
し
た
。

建
築
半
ば
、
「
こ
ん
な
に
立
派
な
家
を
建
て
ら
れ
て
、
老
後
永
住
さ
れ
る
の
で
す

か
？
」
　
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
違
う
ん
だ
よ
、
遊
び
心
だ
よ
遊
び
心
。
こ
ん

な
ス
ケ
ー
ル
の
プ
ラ
モ
デ
ル
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
俺
に
は
日
本
じ
ゃ
無
理
だ
け

ど
こ
こ
な
ら
出
来
る
だ
ろ
？
楽
し
い
よ
ね
、
少
し
ず
つ
組
み
あ
が
っ
て
い
く
姿

を
眺
め
る
の
は
」
　
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
今
で
も
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い

ま
す
。



ク
ラ
バ
ッ
ト
山
へ
の
山
登
り
、
ミ
ナ
ハ
サ
で
の
激
流
下
り
な
ど
、
駐
在
期
間
中

本
当
に
色
々
な
こ
と
に
勢
力
的
に
挑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

遊
び
心
が
旺
盛
な
せ
い
か
、
現
地
で
は
大
人
は
滅
多
に
罷
ら
な
い
デ
ン
グ
熱
に

侵
さ
れ
、
ご
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
ほ
ど
の
騒
動
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

退
院
後
、
「
船
頭
で
漁
船
に
乗
っ
て
い
た
と
き
も
色
々
あ
っ
た
け
ど
、
今
回
ほ
ど

こ
れ
は
マ
ズ
イ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
ダ
、
だ
か
ら
家
族
み
ん
な
を
呼

ん
だ
ダ
イ
」
　
少
年
博
康
君
の
退
院
後
の
感
想
で
し
た
。

定
年
退
職
で
日
本
に
戻
ら
れ
た
後
も
、
や
は
り
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
出
来

無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
手
火
山
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
食
文
化
、
鰹
節
に
対
す
る
想
い
。
そ
の
原
料
を
担
う
当
地
北
ス
ラ
ウ
ニ

シ
へ
の
想
い
が
強
く
後
押
し
し
た
の
で
し
ょ
う
。

私
共
も
　
「
手
火
山
」
　
の
名
誉
会
員
と
し
て
招
い
て
頂
き
ま
し
た
。

年
に
一
度
、
「
手
火
山
」
　
の
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
の
現
地
視
察
旅
行
の
際
に
行
わ

れ
る
ト
モ
ホ
ン
邸
で
の
懇
親
会
は
、
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

民
族
舞
踊
鑑
賞
、
和
イ
折
衷
の
多
彩
な
料
理
。
在
留
邦
人
の
一
部
の
人
達
は
、

暫
く
日
本
へ
帰
っ
て
い
な
い
せ
い
か
、
ま
だ
握
っ
て
い
な
い
カ
ル
フ
ォ
ニ
ア
米

酢
飯
を
茶
碗
に
と
っ
て
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
る
の
を
見
て
、
「
何
だ
み
ん
な
、

今
か
ら
旨
い
寿
司
に
な
る
の
に
待
ち
き
れ
ナ
ー
ダ
カ
？
」
　
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
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浜岡原発中止 ①　川口　博康

菅直人首相は6白夜、緊急記者会見を行い、中部電力に対して浜岡原子力発電所にあるす

べての原子炉を停止するよう要請したと発表した。停止要請の理由として、「今後30年以

内にマグニチュード（Ｍ）8綾の東海地震が発生する可能性が87％」という予測が示された。

この突然のニュースに地域住民は政府に対し大きな不信感を持ってしまった。

私はこの突飛な発表に対して政府への幾つかの不信感を持つようになった。地元住民に

対する説明責任を問いたい。

＊浜岡原矧ま国策として民主党も原発推進の先頭に立っていた。法や規制に従い「国のお

墨付きを得て」運転してきたはず。

＊多くの住民は受入を快く思っていたわけではない。そこには国策として大きな力がプレ

ッシャーとしてあった。

＊地震がさても絶対安全であると国も中電も事あるごとに言い続けてきた。多迄の説明は

嘘であったのが。もしそうであれば我々を欺いていたことになる。この政府はいかなる事

にも国民に謝ることを知らない。

＊国の耐震基準を鹿たしており、震裏後に経済産業省が各電力会社に指示した緊急安全
対策にも対応していると理解している。

＊「今後30年以内にマグニチュード（Ｍ）8級の東海地震が発生する可能性が87％」と言

っている。何故今頃になってこの数値を言いだすのが。この数値は既に平成20年1月1日

地震調査研究推進本部地震調査委員会

によって発表されている。（ちなみに宮城県沖地震に対しては99％マグネチユード8．0

となっている）この発表を真剣に受け止めていれば多回の災害は防げたのではないの

が。

＊にもががわらず、何故、浜岡原発のみを停止対象にしたのだろうが。この点、「浜岡だけ

は地震のリスクが各段に高い」という理由を政府は示しているが、緊急安全対策では、その

ような大事なことが考慮されていないのだろうが。
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＊わざわざ政治決断というパフォーマンスをしなければならない本当の理由は何なので

しょうが。アメリカからのプレッシャーとも聞いていますが－

＊政府情報が信じられない住民の一人として何故なのがを話してもらわないと腹の虫が

おさまらない。確かに、浜岡原発は東海地震の想定地の中心に立地しているが、他の原発

地域でも直下型地震の可能性は否定できない。

＊原発と共生することをモットーとしてきた地元の一人としては納得のいかないことが多

すぎる。

＊　都市部の住民は原発をどう考えているのだろうが。危険は地方にがぶせて「原発反

対」を叫んでいる。いつも地方は泣かされている。かっこよすぎる。原発で出来た電機は誰

が使っているのが。

＊原発の設立に関わっていない県知事さんや多くの若い政治家・ＴＶに出ている若いコメン

テーターの皆さんは『政府の大英断』とようこんでいる。

私もすなおに喜びたい。しかし、原矧こは歴史がある。特に立地住民の苦能があることを

理解してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イカンマス吉己
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②

川口博康

浜岡原発　全面停止

9日中電は政府の要請の受入を決定した。

「大英断」と喜んでいる人達も沢山いる。私は悔しいことが先に出てしまう。

喜んでいる人達に問いたい。原発からの電気がどのようなものがを考えたことがあるのだ

ろうが。立地住民のことをどのように考えてくれていたのか。

この発表がある前日まで政府も中電も原矧は安全ですと言い続けてきた。私は一抹の不

安はあるにしても信用せざるを得なかった。合となっては騙されていたことにやっと気付

いた。国策に翻弄される立地住民のことを考えている人は少ない。

こうして作られた電気を使い生活を謳歌している都会の人達には立地住民の苦しみは分

かるまい。

県知事初め何人がの首長はｒ大英断」と評価している。どなたも本当に立地住民のことは

何も考えてくれていないことはその言動でわかる。政治家とはこの程度の人達が。

この政党の特徴は行動を起こす前に何故必要なのかの説明は無い。ハ場ダム・普天間・事

業仕分け・Ｈ20削減・ＴＴＰなど数えたら切りがない。全て政治パフォーマンスでぶち上げそ

の後は処理できなくなり投げ出してしまう。

多国の件も恐らくまとめ上げなくて投げ出すのではと思っている。

いずれにしても多国の中止で民間の経済の縮小は避ｌナられないでしょう。市は「交付金は

従来通り」との回答を貰ったと言っている。しかし、市民税等は減少するのは間違いない。

両の産業が簡単に方向転換できるのが。

交付毒で潤っていた市民は自立の精神を忘れてはいないが。

我が町御前崎は大きな転換期に入ろうとしている。

国策に騙され二度と悔しい思いをしたくないと思う。

イカンマス
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亘）

平成23年6月20日

川口　博康

浜岡原発が停止してから一カ月が経った御前崎

管総理の突然の原発の中止要請によって「御前崎は世界で一番危険な町」となってしま

った。住民の原発への不安は確実に広がっている。あれから1ケ月が経った。

電力会社・政府共に原発の安全管理について完全に信用を無くしてしまった今、誰が安

全に対し、住民が納得するお墨付きを与えるのが。

住民は不安が高揚するだけで心休まる時は無くなっている。企業は地震リスクへの備え

を始めた。私の知っている企業も真剣にこの地からの脱出の検討に入った。

商工関係者は地域経済の破綻を危惧している。観光客は激減、特に韓国からのお客さん

は0となっている。日本一のお茶の生産県でもある静岡県で放射性物質の検査でＮＯの

判定が出た。フランスに送ったお茶からもＮＯの判定で焼去口処分となってしまった。

管総理の一言で我が町、御前崎は経済と原発の安全性について先が見えない為、不安の

重い空気が町を覆っている。今、我が町、御前崎は大きな試練に立たされている。

どこに向かってカジを取るのが。写迄、原発と深く関わって来た人程大きな転換期とな

るでしょう。市では原発関連交付金削減に対して予算の組み直しを実施した。市議会は

議員の定数・給科の削減などについて議案を提出した。Ｌがし、議会は否決した。

一方、再生可能エネルギーに太陽光発電を立ち上げると民間の孫社長がぶち上げた。

これに多くの首長が県民に説明もなく賛同している。素早い行動ではある。

民間の企画にこれだけの首長が即座に参加するのも初めてではないが。私の独断ですが、

孫社長が行政を取り込みたい目的は農地の休耕田を太陽光発電の用地としての許認可

を得たい為と思います。号の法律で農地の転用を考えたらまず出来ないのではないでし

ょうか。孫社長のヒラメキ・悪知恵は今迄の手法をみれば納得してもらえると思う。経

営がきれい事ではないことは多くの方が承知しています。しかし、この機を取込むフッ

トワークの良さにはさすがですね。震災発生当時、今回の災害に対して義援金として

100億円を出すとの報道があり大きく新聞を飾っていた。しかし、未だに提出したとの

事実はないとの報道もある。

いずれにせよ孫社長の新しく事業を立ち上げるチャンスを掴むのに上手であることは

間違いない。一万、これに賛同した首長はうまく利用されたものよとその軽薄な行動に

失望せざるを得ない。静岡県の知事もその一人ではある。時代のうねりに乗り遅れては

と感じたのでしょうが。この種の人達は合迄、電力・エネルギーの問題についてただ使
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うだけで作り・供給する立場で苦労したことはなかったのではないでしょうか。

彼らの言動をみていると現場の苦労は何も理解されていない。

何故、県下の再生可能エネルギーを研究している人達を応援しないのが。

今回の災害が想定外であったことを受けて、再生可能エネルギーについてこの頃のテレ

ビは無責任な人達を引っ張り出して来て好きなことを言わせている。

合、原発反対を唱えていれば天下に怖いもの無しである。

電気・食料を始め多くの物資が都市部に住んでいる皆さんに供給されている。

ここに住む人たちは平気で当然のごと＜これらの物薫を消費し生活をしている。

この人達は供給する者の痛みには理解しようとはしない。多国も脱原発を声高に訴えて

いる。対策は何も伝わってこない。要求のみである。

私は写回の件で都市部の皆さんが田舎の事を理解していないことを味わった。対策も無

く、号の消費生活のレベルを維持しながら、平気で原発反対を唱えている人達。今の日

本で一番怖いのは「自分は正しい、悪いのは裏方達だ」というエコがはびこりだしてい

ることではないでしょうか。まるで弱いものいじめですね。学校・多くのコミュニティ

がこの手法を取り入れ、どうにもならなくなっているのが現実ではないだろうが。

国会を見ていると、先ず自分の所属する党が生き残る為の政策つくり（マニフェスト＝

支出ばかりが記載されている）確かに国民には受けを良くしてある。選挙があるがら

当然ではある。国のお品を使えるだけ使って国民に幸せを与えよう。しかし、この為に

使ったお毒は写ないので子供や孫の代に支払ってもらいましょう、となっていますね。

我が家でも確かに支出ばかりを考えている時の家計は楽しい。あれもこれも買いたいこ

とを並べてみるときは快感でもある。しかし、収入を改めて眺めてみると買いたいもの

は殆ど無くなってしまうのが我が家の現実である。Ｕ

国民の欲望を満たすことは政治の基本でしょうか。この事を実行する条件としてはお金

が回る範囲内ということにはならないでしょうか。合生きている自分達だけが良ければ

良い。実際にはそう思ってはいないでしょうが結果的にはそうなっていますね。

このことはでこの2－3年の政治に幻滅しています。酷すぎます。

私はこのままいったら日本国はテフォルトすると思います。本気で考えています。笑わ

ないでください。私が1997年にインドネシアに駐在した翌年には経済危機によって東

南アジア各国を危機が襲いました。この時に北スラウェシ日本人会が設立され多目に至



っているわけですね。身の危険も感じました。

当時のことを語る人は少なくなっています。

インフレも中途半端ではなかった。インドネシア銀行はお札の印刷が間に合わなくて変

なお札が出回った。為替も1／6となり多に続いています。

色々な会社で泣いた会社、笑った会社に分かれた。個人的には外貨貯金が引き出せなく

てルピアを南京袋いっぱいもらいとまどったこともあった。

当時のインドネシアは正にデフォルトであったと思います。どんな国の高官も直前まで

いや、デフォルトになっても大丈夫と言っていた。今の日本も大正夫と言っている。

私は今の日本人の精神構造に責任という部分が無くなっていることから行きつくとこ

ろまで行くのではと思っています。

デフォルトを見込んでの対策としては

日本合での貯釜・現金は可能な限り少なくし、外貨に換えておく事と思います。おそら

くもの凄いインフレとなるでしょう。

今回の災害を政府＝は戦後最大の国難と位置付けている。

復興賃金は凄い額で膨れ上がっている。膨れ上がる支出に対して収入はまたもや借金で

賄わざるを得ない。借豊は増えるが復興以外の支払は切り詰めてはいない。本当にこの

園はやっていけるのが。無限に拡大する国民の欲望と党の利益優先でのサービスを満た

す為の支払は毎年増えるばかりだ。借金以外の税収入は増えない環境にある。

停会の歯止めも政権が変ったことで何もない。本当に日本の国はやっていけるのが。

膨大な借金は子・孫が支払う仕組みを作り平気でいる。これからも無限に増え続ける政

策を打ち出して政権維持を囲っている。恐ろしいと感じる。こんな国家が長続きするわ

けがないと恐れ慄いています。

政治家は誰のために仕事をしているのが、国会議員ともなれば国の為に汗を流し、命を

賭してこそ国民のリーダーたりうるのではないのが。国会議員の仕事は国民の欲望を満

たすためのみではない。国家をどうするかを決めて、リードしてほしい。

イカンマス
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北スラウェシへ吸い寄せられ

下村まゆみ

北スラウェシ日本人会の皆様、こんにちは。このたびは、栄えある「タルシウス」デビューの場を賜り、誠

にありがとうございます。借越ながら、この場をお借りして自己紹介をさせていただきます。

私は2008年1月に北スラウェシへ移住して参りました。現在はビトウンで暮らしています。夫はサンギル

とゴロンタロの血を引くムスリムです。したがい私もムスリマで、断食（だけは）しています。

信仰心はさておき、私が身を置く環境下では、断食を、しない勇気より、する勇気の方が　簡単です。

「お腹が空いたら昼寝をなさい」という義母のアドバイスを胸に、移住初年に人生初の断食に挑んだ結果、

断食月はそこそこ楽しいものであるとの結論に達しました。

皆様もご存知のとおり、当地の伝統的慣わしに「食卓を囲んで家族団らん」の文字はありません。唯一

断食月に限り、イスラムの家庭では、家族全員、時には＋αで、一日2回の食事を共にしながら語らいま

す。その光景は、昔々に父、母、祖母、私、弟2人の6人で囲んだ食卓を、懐かしく思い起こさせるもので

した。

また、元・葬式仏教徒の私にとって、一年365日、24時間、常に宗教を意識することは正直困難です。

しかし、断食月を年に一度のイスラム月間と考えれば、日頃の怠惰な自分を戒める良い機会であるとも思

えます。

自己紹介に話しを戻して、私の趣味はランニング、と言いたいところですが、当地の気候、道路事情、

苦楽を共にできるランニング友達の不在等に理由を求め、北スラウェシ在住となって以降、まともに走った

試しがありません。ランニングにハマるのは（ＳＭの）Ｍのタイプの人間という定説があります。ラン好きの方

はもちろん、Ｍ系を自認される方がいらっしゃいましたら、ラン友になっていただけませんか？

ちなみに、私のベストタイムは、フルが4時間58分、ハーフが2時間9分。はっきり言って遅いです。

そんな私のラン暦における唯一にして最大の自慢は、第一回東京マラソンに当選したこと。2007年2月

18日、冷たい雨が打ちつける大東京の目抜き通りの42．195ｋｍを、順番待ち30分×2回のトイレ渋滞を

経て、6時間半をかけてゴールしました。続いて翌年の第二回東京マラソンにも当選。これにて生涯のク

ジ運を使い果たしたと思われます。

テーマをインドネシアに移して、私のインドネシア初訪問は1988年です。親に外国人との交際を禁じら

れた友人がバリ島へ逃避行をし、友人の「いいところだから遊びにおいで」の誘いに乗ってバリ島へ。数

年後にバリ島を再訪し、ついでにジャワ島にも渡り、アザーンの調べが覆う夕刻のジョクジャの街並みに、

何とも言われぬ哀愁を覚え、胸がキュンと鳴ったのを今でもよく覚えています。以降、毎年インドネシアを
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旅行するようになります。

まずはジャワ島を廻った後、スマトラ島へ上陸。酉スマトラのムンクワイのジャングルで水浴びをしながら、

「インドネシアにハマった私」を確信しました。その後、北スマトラを経て、ヌサンタラ最西端のサバンを目

指してアチェの地を踏み、アチュの虜に。ところが、その数年後にはアチェ情勢が悪化。ならば今年は南

スマトラ、のはずが、スマトラ南部で地震が起き、目的地をトラジャへへ変更、したものの、ふと「やっぱり山

より海だ」と感じ、出発の2週間前に航空券の行き先を変更。こうして2000年の初夏に北ステクェシに初上

陸を果たし、我が夫と出会いました。

皆様も、偶然はたまた必然の積み重ねを経て、北スラウェシへ吸い寄せられ、現在に至っておいでのこ

とと存じます。私たちが、日本ではなく、北スラウェシで出会ったことも、神様のお茶目な惑戯の一環なの

かも知れませんね。

北スラウェシ日本人会の皆様、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
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ハイキングーマハウ山

江虻＝直美

北スラウェシ日本人会の皆様こんにちは。

今年2月の健康相談の際に、私も日本人会に入会させて頂きました。
これからもよろしくお願いします。

先日、マバク山へ行って気分爽快！楽しかったです。

森林が清々しいのは木々に含まれる「フィトンチッド」という成分のおかげ。
心身を健やかに、リフレッシュ、リラックス、疲労回復の効果もあるそうです。

皆様も機会がありましたら、ハイキングや森林浴に出掛けてみませんか？

以下、我が家の一日を紹介します。

朝

09130快晴Ｗｏ】ｏａｎ自宅から市で出発。

09ニ45ＰａＳａｒＴｏｍｏｈｏｎ手前の山ｉ削こ入る。

車のエアコン、ラジオを消し、窓を全開。新鮮な空気と風が気持ち良い。

10畑0マハウ山麓到着。

いちご農園を発見！

フレッツさんというオーナーの男性が、快く農園の見学に応じてくれた。

甘酸っぱくて、オイシ～いちご！3パックお買上げ！＠Ｒｐ15000

山項まで20～30分の所まで、登山道が整備されていて、今回はそこまで車で行く。

10ニ30マハウ山中腹。

段々畑が美しい。トンダノ湖もきれいに見えた。

11200駐車場、キャンピングェリアに到着。
少し急斜面だが、娘の「抱っこ～」の声を無視！？

いえいえ、「ガンバレ～」と励ましながら、家族3人山頂を目指す。

11こ20あっという間に山頂到着。

ロコン山ブナケン島にマナド（メナド）トウア晶の展望を愉しむ。

鳥の声、風の音が耳に心地よい。。。。ああ～キモチがいい～！！Ｉ

12こ20我が家の恒例、ゴミ拾いをしながら下山。

12こ40、Ｔａｔａ訂ａｎの温泉へ。

のんびり。。。ああ～極楽、極楽！

14ニ00帰宅。

カラダも心もスッキリ！！次はどこへ行こうか～。



マナドでの生活

小山直美

去年10月に太原さんの後任としてポリテクニックマナドに赴任しました小山と申します。

任期は2年ですので、残り1年半ほどですがよろしくお願いします。

私は以前、東ジャワのマランに4年ほど住んでいたことがありますが、こことマランと

の生活の違いについて少しお話ししようと思います。

まずは教会の多さです。ご存じのとおり、ジャワ島は約9割がイスラム教徒なので教会

よりもモスクの方が断然多いです。学校の授業もお祈りの時間に合わせて組まれています。

そしてその他にも日曜の礼拝や払ａｄａｈなど、宗教的な生活習慣の違いがたくさんあるので

私にはとても新鮮にうつります。

それからマナドには中華系、ヨーロッパ系、日系など、色々な人種の人々が渾然一体と

なって暮らしているのが特徴的だと思いました。古くから交易が盛んだったことでそれを

特別不思議に思う人は少ないのでしょうか。上下関係もそれほど強くはなく、言いたいこ

とははっきり言う。この点もジャワの人々とは感覚が随分違うなあと思っています。

食事は新鮮な魚が毎日食卓に上るのはうれしい限りです。またピサンゴレンをダブダブ

という辛いソースで食べる習慣もジャワにはなかったのでびっくりしました。しかもおい

しい。癖になるおいしさでついつい食べ過ぎてしまいます。

マナドは坂がとても多いというのも驚きでした。ここに来る前は自転車での移動を考え

ていましたが、一瞬でその考えを改めました。なので毎日の移動はミクロレットです。こ

れもジャワのものと少し違うので最初は少し戸惑いました。Ｔｍｕｋａ」と言って降りるのも

そうですが、私が感じた一番大きな違いはあの大音量で音楽を鳴らす点ですね。ずいぶん

にぎやかだなあというのが第一印象です。あまりにうるさくて時々閉口しますが。それか

ら台数の多さです。これは坂が多いマナドではミクロレットが移動手段として一番便利だ

からなのでしょうか。ちなみにｏｊｅｋも他の場所よりも多いと思います。
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スラウェシ島（セレベス島）との縁

柴田　ちひろ

2009年2月に初めてスラウェシ島・マナドに降り立ったこの日のことは、2年以上経た今でも心に残ってい

る。その日、朝の飛行機でジャカルタを発ち、これから待ち受ける新たな生活に期待と好奇心で胸が高鳴っ

ていたのは勿論のこと、4時間の飛行時間にそろそろ飽き始め、ようやくマナド上空に差し掛かったときに機

内から覗いた景色は、おそらくそれが市街地を思わせる白や灰色の四角い建物が海沿いに連なり、かと思

うと、しばらくして一面ヤシの木の緑一色で、屋根の赤い色がぽつぽつと散らばり、あの屋根の下にどんな

人が住んでどんな物を着て、どんな生活をしているのだろうと考えるとぐっと興味が強まる思いだった。

3年前、自分が青年海外協力隊員・理数科教師としてスラウェシ島に派遣が決まったとき、その報に一番

に喜んだのは祖母ではなかったか。

それは、第2次大戦中に祖父が派兵されたのがこのスラウ工シ＝セレベス島だったからである。

その祖父は他界してこのとき既に4年、生前もわたしが直接祖父の口から大戦中の話を聞くことはなかった

が、盆や暮れに集まった親戚のロから想像する限り、銃を持ってそれを騙ったりする人ではなかったと思う。

祖父の家に置いてあるソフトボール大くらいのアルミの器はセレベス滞在中に支給されたものらしく、形もと

ころどころ凸凹しているが、祖父がこれを大事にしており、ときどき祖母にこれでミルクを温めてもらい飲むの

を好んでいた。

セレベス島といっても南北に長く、祖父の派遣先がマナドかマカッサルかは知らないものの、北スラウェシ

に送られた日本兵はピトウンの港から引き揚げたと聞くと、もしかしたらマナドービトウンの主要道路を祖父も

歩いていたのではないか、トモホンやマナドからの長い道のりをビトウンを目指し、日本兵を見送る現地の人

たちの視線を浴びながらシオン教会を過ぎ、ビトウンの市街地を越え、港へと続く通りを疲れきった身体でそ

れでも帰国への喜び満ちて歩いて行ったのではないか‥・等と想像してしまう。

そうした祖父のことやマグロビジネスで来ていた主人と知り合ったのもビトウンということもあり、少なからず

セレべスに縁があったのだと今更ながらしみじみ思う。

ｒ縁あってきた国ですから、1つでも多くこの国のこと、人、ものを見つけられるように＝」

派遣前に恩師がくれたことばが過る。

あとどれくらいここ北スラウ工シに滞在することになるかはわからないが、これから出会う多くの出来事や人

なり文化なりを、新たな「縁ｊと思い、豊かな人生を築いていきたい。

追伸

ＪＩＣＡ在任中に祖父を偲んで日本兵墓碑等にお参りに行きたいと考えていたところ、2009年の終戦記念日に

マネンボネンボの慰霊塔にて慰霊祭に参加させていただき、意が叶いました。ありがとうございました。

また、ビトウン赴任中長崎さん、平野さんを始め多くの日本人会の方にお世話になりました。

去る2011年1月に入籍致しました。この場を借りてご報告させていただきます。

まだまだ未熟な2人ではありますが、共に支え合っていきたいと思います。

今後ともよろしくお願い申し上げます。
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関野吉晴一古代カヌーの旅完了

長崎　節夫

本誌第17号（平成21年8月）の表紙のモデルになった関野吾晴さんの古代カヌー「縄文号」、

その後カヌーの消息が消えて気になっていましたが、去った7月6日のＹＡＨＯＯニュース（毎日

新聞配信）に現れました。

2009年4月に中部スラウェシを出発したカヌー「縄文号」、はパラワン島、ルソン島などを

経由して今年6月13日目的地石垣島に到着したそうです。スラウェシから石垣島まで約4，0

00キロの行程を3回にわけて、のべ約8ケ月の航海でした。

関野吉晴さん（武蔵野美術大学教授・文化人類学）の航海の目的は、古代人が日本にたどりつ

いたいくつかのルートのうちの「南方からの海上ルート」の検証というところでしょうか。

沖縄から九州南部、四国、紀州などの太平洋側に住む日本人は南方系の血が濃いといわれてい

ます。地図をみてもインドネシアの島々から日本列島まで飛び石のように島が続いていて、琉球

列島・薩南群島から九州南部四国紀州などは、南の島々から日本に向かう通路であり玄関である

のですから当然のことでしょう。

しかし、大昔の人々（古代人）は南の島々から日本まで実際にはどのように渡ってきたのだろ

うか言関野教授は今回、「カヌー」を渡航手段の象徴としてとりあげたわけですが、古代人がイン

ドネシア方面から日本までたどりつくのに使われた移動の手段はカヌーだけではないでしょう。

海上の移動はカヌーまたは筏が使われたとしても、移動途中では徒歩による陸上の移動も含まれ

ていたと考えられます。（古代人の居住地が主に海沿いの土地であることを思えば、移動手段はカ

ヌー、筏の利用がメインであったでしょうが）

古代人の、南方から日本列島までの移動を考えるうえで見落してはならないことは、移動には

距離（地理）的な要素だけでなく時間軸もあるということです。スラウェシ島に住んでいた古代

人がツアーを組んで、カヌーを操って一気に日本列島を目指したわけではないでしょう。普通に

考えられる彼らの行動（移動）は、まず食料調達かなにかの理由で目の前にある島（土地）に移

って、その土地が住み心地よければそのまま定住する。状況が変わって住みにくくなれば次の土

地へ移動する。移動は家族ごとあるいは種族ごとであったかも知れず、一人だけの場合もあった

でしょう。奥さんにいじめられて旦那だけ逃亡したケースも考えられます。しかし大まかにみれ

ば、ある程度の大きな集団で少しずつ北へ移って行く。移動するタイミングも、ある場所に移っ
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てきて間をおかずに次の土地へ移動したことも考えられるし、何世代も1ヶ所に定住したあとの

移動ということも考えられます。移った土地がみかけによらず貧弱なため、長居せずに次の土地

へ移動したということもありえます。また、縄張り争いみたいなことで他の種族に追われること

も考えられます。長い年月かけて何世代にもわたってじわりじわりと移動拡散して、気がついた

ら南で発生した人種が日本列島の住民になっていた、ということではないでしょうか。

「ヒト」の群れが南から北へ動いたと考えるより、血（遺伝子）が拡散浸透して日本列島に達

したと考えるほうが、イメージとしては適切かと思います。

ひとつ気がついたことは、南方圏から日本列島への「血」の移動は古代で終わったわけではな

く現代も続いているということです。また、南から北へ向かうベクトルだけでなく、北から南へ

の移動もあります。北スラウェシがらみでいえば、昭和初期に北（日本）からスラウェシへの大

量の「血の移動」がありました。

ひとつは沖縄漁民を主体とする日本人漁業者のビトウンでの活動によるものです。今手元にあ

る記録だけでも終戦時までに50人近い漁民および漁業関係者が当地の女性との間に子をもうけ、

その子孫は今も増え続けています。沖縄県民は、いちおう南方系の血が濃いということですが、

昭和戦前期にはその南方系の血が南に逆流した感があります。

あとひとつは兵隊さんです。日米開戦と同時に北スラウェシ（当時は蘭領インドネシア）にも

日本軍がやってきました。初期のオランダ軍との戦闘がありましたがそれは簡単に終わって、そ

のあと終戦間際の連合軍による空襲まで、3年間ほどのんびりした期間があって、当地の女性と

の間に「兵隊さんの子供」ができました。軍人の場合はその立場上、漁業関係者のように腰をす

えて世帯を持つというわけにはいかなかったでしょうから、子供の数もそれほど多くないようで

実態はよくわかりません。

昭和戦前・戦中期のあと、戦後にもビトウンには漁船乗りや漁業会社の駐在員などが断続的に

やってきて、地元女性との間に子供をもうけています。また、今この時点でも本会会員の幾人か

は地元女性あるいは男性と結婚していて、日本人の血が混じる子供を増やしつつあります。

このように南の血と北の血が着々と混合授拝され、何百年か後には「ミナハサ人のルーツは日

本人」というのが定説となり、メナドの大学教授・学生が、「わたし達の先祖はどのように日本か

ら渡ってきたか検証しよう」と言い出して、昭和初期の漁船をモデルに「古代（＝大正・昭和時

代）のかつお釣り漁船」を建造し、琉球列島、フィリピン群島沿いにとことこビトウンをめざし
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